
 

国土強靱化 民間の取組事例 271   初動体制の構築 

自分を守る！ ▶初動体制の構築 04 通信手段の確保や情報の共有を行う 

271 社員が情報収集 被害可能性箇所を確認できるオンラインハザードマップ 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

鹿島建設株式会社 
【平成 28 年】 

8010401006744 インフラ関連事業者 
【建設業】 

東京都 

 鹿島建設株式会社は、国や自治体等から公開されている各種災害ハザードの地図情報に、同社の拠

点の位置情報を重ねて表示して、同社の社員が簡易に拠点や周辺地域の被害可能性を確認できるオ

ンラインハザードマップを構築した。 

 具体的には、インターネットで公開された主な自然災害の危険度情報を読み込み、拠点・現場等各

所で被害の及ぶ範囲や被害の程度を自席のパソコンからオンラインで確認することができる。主に

確認できる自然災害情報としては、想定地震の震度や津波、液状化の予測結果や、台風等大雨によ

る土砂災害の危険個所と洪水による浸水想定区域といった情報である。 

 同ハザードマップは同社の日頃の防災・減災の一助とするとともに、新たな現場事務所開設時にお

いても同様に災害危険度を確認することとしている。また、震災訓練の際等にも改めて確認し、避

難計画の再確認等を行うこととしている。 

 

 

 


